
自治会とともに歩む駅前老人クラブ

「あったかハート♥おたがいさま」

支え愛（見守り）活動は自治会と共に

ふれあいクラブ伯耆
駅前老人クラブ 有田 博美



位置 鳥取県西部の米子市に隣接する大山のふもと伯耆町
JR岸本駅の前に広がる約７０世帯人口約２２０人の集落に存在
そばには１級河川日野川も流れています。

会員数 約１００人（区人口の４５％）
伯耆町老連の会員数としては約７０人
６０歳で自動入会

会費 ０円（無料）
活動費は区などからの活動補助金で運用

構成 三役 会長、副会長（男女各１名）、会計、会計監査

委員 若手委員（男女各１名）、笑う会会長（サロン担当）
支え愛推進員（見守り担当）、班長６名

グループ 男性会、女子会、笑う会

駅前老人クラブ



約１００年前 伯備線岸本駅営業開始・・・駅前集落誕生のきっかけ

昭和３９年 駅前老人クラブ誕生（３３名）

～ 岸本駅を中心としての繁栄と賑わい

平成２１年 商業地域移動によりにぎやかさはなくなってくる

自治会役員の選出もままならない状況に陥る

駅前は烏合の衆の

　　集まりに

　　　　なってしまう！

◎自治会活性化へのスタート

２０１０年（平成２２年）

危機感を覚えた
元老ク会長の一声 駅前区検討委員会を発足

さらに

町集落活性化モデル事業に着手



◎大きく変わる自治会と老人クラブ





駅前区報
NO.１５
平成２７年１０月９日

駅前区

地域活動に参加して駅前区を元気にしよう！

長寿の皆さん　とっても元気です！ 駅前区　　　　　　９月
　敬老会開催　　　２７日

桂藤さんによる

　　楽しい歌と手遊び

今年の敬老会は、戦後７０周年にあたり、戦争体験者の３名の方からお話とお手紙をいただきました。
お話し中には思わず涙ぐむシーンも。２度と戦争はしない。平和な世界で生きていくことの大切さを知る
敬老会となりました。
お祝いのアトラクションも、桂藤さんの巧みなリードによる歌と手遊び。その他子ども会発表、日本舞踊、
有志による手品、その他盛りだくさんでにぎわいました。
長寿の皆さん、いつまでもお元気で・・！！

岸本地区運動会　総合８位
年齢別リレーは決勝進出するも

入賞を逃しました。しかしながら

「グラウンド・ゴルフでリレー」他

団体競技は軒並み１位！

「駅前も捨てたもんじゃない！来年は入

賞をねらってみるか？！」の声も・・・・・・・・・・・・

素晴らしい晴天の中、出場選手の皆様、応援の皆様、ありがとうございました。

力走！力走！
力走！

今後発行される号外等をご覧ください
１１月３日（火・文化の日）
公民館祭



２０１７年（平成２９年）

◎ 見守り活動に大きな転機が

「あったかハートおたがいさま」事業のモデル地区に
伯耆町社会福祉協議会から上記のモデル事業の

指定を老人クラブ役員会満場一致で承諾

「あったかハートおたがいさま」とは

地域のみんなで子供から高齢者まで

見守り、 支え合い、 助け合うことの

意識向上を目指す

みんなで？

子供？

見守る？

老人クラブが

進める？



◎ 「あったかハート♥おたがいさま」 １年目

２０１７年（平成２９年）

老人クラブ主体
ひたすら、理解と主要役員への説明の年

・ 老人クラブ役員会 モデル事業参加を役員了承（８月２７日）

・ 社会福祉協議会、駅前老人クラブのモデル地区参加を承認（１０月１０日）

・ 諸準備に奔走 役員会、打ち合わせ計９回

・区新３役へ説明し、区総会において稼働開始説明（１月７日）

その他理解のため各種講習会等へ積極参加 ５回



◎ 「あったかハート♥おたがいさま」 ２年目

２０１８年（平成３０年）

老人クラブ主体 ＋ 自治会
実行に移す年
「駅前区災害時ささえあい協議会」名称変更 駅前区支え愛活動委員会」とする

・ 子供会町探検 １０家族総勢３５名 →伯耆町TV、NHK放映

→子供会町探検地図作成公表

・ 住民参加「支え愛マップ作り開始」 →伯耆町TV放映

・ 新役員町歩き実施 ２２名

・ 役員会、打ち合わせ計 １３回

・ 各種講習会等へ積極参加 ３回

・ 森本アドバイザー 就任

県自主防災アドバイザー、日野ボランティアネットワーク





◎ 「あったかハート♥おたがいさま」 ３年目

２０１９年（平成３１年）

自治会主体への移行完了
行動とまとめの年
・ 支え愛マップの完成 区全戸に配布

・ 支え愛マップ安全対策 防護柵の設置等

・ 防災避難訓練（地震想定）実施

・ 防災用品（防災ベスト、ヘルメット、拡声器）備品の購入（補助金使用）

・ 自治会へ「駅前区支え愛活動委員会」移行完了

・ フォーラム及び学会での発表依頼に対応（３回）

・ 役員会、打ち合わせ計 １５回



「あったかハート♥おたがいさま」 総括

平成２９年から始まったこのモデル事業も終了し、一部の委員から始まった

活動も自治会活動に移行することができました。

当初目標の「意識向上を目指す活動」は完了し、今後は、普段から区民のさ

らなるコミュニケーションを図り、災害時には、被害を最小限に抑えるため、

日頃から強力な体制をつくり安心して住みやすく元気な駅前区を目指し、実

践に移します。

一部認識不足もあるかとは思いますが、頻発災害に公助を待たず、自助、共

助の実践行動に移してまいります。

今後とも駅前区民の皆様の更なるご指導、ご協力をお願いしたいと思います

※ 令和元年度老人クラブ総会、総括から一部抜粋



令和２年からの２年間の取り組み目標は「フレイル予防」に決定

駅前老人クラブは次なる活動へ

表彰されました
令和元年度 個人表彰 駅前老人クラブ会長 加川重之

令和２年度 団体表彰 駅前老人クラブ

キャッチフレーズ

フレイル予防
駅前老人クラブは
＝ 健康長寿の為にフレイル予防を

積極的に応援します ＝

今後の２年間はフレイル予防を応援する事業として「社会参加」「健康づくり」「介護予防」に力を

入れていきます。この取り組みは「区支え愛活動」とも共通する内容であり、高齢者ばかりでなく、

若い世代との交流が社会的、心理的予防に大きく関わってきます。区民の皆様の積極的な参加を

呼びかけていきます。




